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A 96 しモンの香りの懲臭原因酸性物゛貧の生成機構（第2報

かしボン酸の同定および抗酸化剤添加効果
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　目的演者らは，これまでレモンの香'Jの変性機構を明らかに’する一理とL て.酸性^

におけるしモニノ香気成分ci七raに泌，l?）の変性物の同宛を行ってきた。酸性部について

はごすでに酸化反応によってenバ9－矛飽和カルボン酸である20,，2b, 3a.,池が生成されヽ

工李ルエステル化によって寥，随が生じることを報告した。今回はヽ未同売化合物をの構

造決定を行い，これらカルボン酸類の生成に玖ぼ寸ふ種杭麟づﾋ膚ﾘの黍加効果を調べた。

　方法Citra.1ヵヽら変性物を:調製し，常茲に従って酸性物賀を袖出後.Ha無水EtOH 奪

浪を加え,てエステル化した。得られた酸性部工チ･レエステル化物を，フルミナカラム,クロ

７トグラフィーT゛粗分画し，高速液体クロ７トゲラフィ―によって再クロマトを繰りi＆し，
をを単離した。EI-MS ，Fl－hS ，Fl－ミリns , IもH- Nだ尺および’t-ﾄJMRによ，

てその化学構造乞明らかにした。またヽcitral 3わScheme l　　HO　　0。　r'

EtOH30mA, 吻ooH皿呼65以の反応液にぶ種抗旅‾悦　CHO¨　-ﾌﾞi

化剤左d此rdに対し1,0.5パ1 パ01 %（叩wﾀ黍イ=COOH　　《

o≫白“　OH

加し. 酸姓物質の生成を孝添加の場ﾉらヽ,と比較した。R^COOEt　la 65:35 1b　　￥　　3b

　結果　FエーミリMS ( m /z):げ232. /249 ，　[^=oa　／零硲ふ≒臨べ

CiaHz,Oadから. Sc㎞me工のをの化合物を岡宛
した。他の機器､分浙につい-zも兜全に帰属した。

　荒蕪ｲ哺｣としては、BHTが最も効果的で、無

添加・場合に比べ、生成量を‰Jズフに抑えられfz。

A 97

付竹

アケビ,りアントシアン色永の加熱メ理i; £ -^変化|こついて

^ﾉ形療立米沢す短尺　〇μ藤幸久, 弑　九考

　目的　アケt:'a)果皮＼X熟考*,と沃£の￥色,こ名色わ4,バ. こ収￥色よ果頂i 調理・貯厳

している間に褐進しにり．浦久しTz<)し7 iJ栗-ti I)･^色1患くしt: いる．その原四亀遠免

すi rzdクにアダビ｀りアントシアン色素り曲は ･ 卑離I- その化学韓直にフいて粳討す-i と

共に．調理．貯蔵r ゐ際に＼z斜･こ加熱時,こよる色の産化お｀見られφこ乙1ヽら. 加芦卜よる

色の変化･こフいても匙暖しr.。

　方汰　アグヒ;゛果政の￥色の部分i集め．塩蔵メタノール熹で佃出稜．Aオ; 文挟掟脂ガ

7 A ？,↑;゜りア7')Iレアミド｀刀ラム乏逓してアントうアン色素衰t分離・韓製しにア;
ト

シアッり同足には，各*i.の吸収スペ7 トル剥走ヤグ゛トダラフィ- I Ｊ゙ り．化令肋‘り拍:

疸£i瓦索r *
と共に．佃出しrこ液四丿酸．アルカリ畑．食ﾉ和肉'■･i

ごをμ之てか熱し･tり色

の漢化i枝討しr;．まreアケ巴･．累庚-tのも･りき水．唯酢．喰塩今に浸僕し靫日的･:色り
進化i見rこ他，アグヒ:果皮2.熱水，食塩水. 乖用淘中てか熱レ秘時^勺･;色･!>.造化貝

　秘果　アケビり)ｳ¶尽色の色乖|よらアニジン系のアントシアニンで･あ').アダ')コンμシア

ニジッ，蹟成紹lり｀'ルコーA Vあ4> こと川判明しr:. まrて炭系原｝間引

佩色の主成分＼i シフ― ジンーJ-ﾀﾞﾉLコぞドし　それ･;/-i-のシア― Vンー3,J--ｼﾞ'7ノレコシド・ｸ#

狂を確認しに．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　♂　　　　　　－　　　　　　　¶

　アケビ･累次り;!口熱{こよi 色りλ化て･･･A.私，零塩水．掌mド由T て加興(10に)しr? Jl令

|i I 分前後より熱水2．食塩水E分てヽ･紫色の退色現象匹見シれ，3タ^^と･･t
･l・ きりとt

りλ化々ヽ'認め>れn.i
r-.漬漬矢政ぐit唯酢に入れr-.池合れゑもキ叉度々唯画ヽ■? な．


